
04　消化器病

中分類 小分類 備考

（腸疾患）

51 腸閉塞 （イレウス）

<腸変位>

52 腸狭窄 （腸嵌頓）

53 腸捻転 （腸纒絡）

54 腸重積 （腸重畳）

55 腸炎 01 感染性 （白痢を含む）

腸炎 02 寄生虫性

55 腸炎 03 食餌性

55 腸炎 04 中毒性

55 腸炎 05 出血性腸症候群

06 その他

56 腸潰瘍  01 感染性 （十二指腸潰瘍）

56 腸潰瘍  02 その他

57 盲腸拡張 （盲腸弛緩及び盲腸内容排出不全を
含む）

58 盲腸捻転

59 腸鼓脹  01 盲腸 （風気疝）

59 腸鼓脹 02 結腸 （気腸）

60 便秘症 01 大腸 （便秘疝）

60 便秘症 02 小腸

61 腸破裂

62 直腸脱 （脱肛）

63 消化吸収不良症候群

64 その他の腸疾患 （痙攣疝及び直腸腟瘻を含む）

65 胃腸炎

66 毛球症

67 腹膜炎 01 感染性

02 外傷性

03 その他

68 脂肪壊死症 （腸間膜脂肪壊死）

69 腸間膜血管閉塞症 （寄生疝）

（肝臓疾患）（略）

（膵臓疾患）（略）

（消化器の腫瘍）（略）

（腹腔の疾患）

67 腹膜炎 01 感染性

02 外傷性

03 その他

90 臍帯関連膿瘍 （生後7日を超えて発病したもの）

（ヘルニア）

87 鼠径ヘルニア

88 腹壁ヘルニア （子宮ヘルニアを含む）

91 臍ヘルニア

89 その他の消化器疾患

第３節　家畜共済事故病類別表（抜粋）

　家畜共済の共済事故の分類は、次の病類別表によるものとする。なお、各病名の同義語、同
類語及び当該病名に係る特記事項（（法）は法定伝染病、（届）は届出伝染病とする。）は、
備考欄に括弧書きで示した。また、病傷名に付した番号は、統計処理上必要なコード番号であ
る。

家畜共済事故病類別表の改正について

資料３－（１）
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09　新生子異常

中分類 小分類 備考

（胎子異常）

01 ミイラ変性

02 胎子浸漬

03 胎膜水腫

04 気腫胎

05 その他の胎子異常 01 難産（胎子失位）

02 難産（胎子過大）

03 難産（胎子多胎）

04 難産（産道異常）

05 難産（陣痛異常）

06 早期胎盤剥離

07 子宮捻転

08 その他 （原因不明の胎子の死亡を含む）

37 胎子死
（母牛の死廃事故に伴う胎子の死
亡）

（奇形）（略）

（新生子疾患）
（出生時（呼吸開始時）から生後７
日までに発病した子牛に適用す
る。）

23 新生子免疫不全症

24 新生子呼吸障害

25 新生子体温調節障害

26 新生子内分泌代謝障害

27 新生子血液障害

28 新生子栄養失調

29 新生子感染症

30 変形赤血球症

31 臍帯炎 01 臍膿瘍

02 臍静脈膿瘍

03 臍動脈膿瘍

04 尿膜管膿瘍

32 臍ヘルニア

33 胎便停滞

34 子牛虚弱症候群

35 尿膜管遺残

36 その他の新生子疾患 （原因不明の新生子の死亡を含む）

38 新生子死 （母牛の疾患に伴う新生子の死亡）

01 難産（胎子失位）

02 難産（胎子過大）

03 難産（胎子多胎）

04 難産（産道異常）

05 難産（陣痛異常）

06 早期胎盤剥離

07 子宮捻転

08 その他

14　皮膚病

中分類 小分類 備考

（皮膚の疾患）（略）

（皮下組織の疾患）

13 膿瘍
（生後7日を超えて発病した臍膿瘍を
含む）

14 皮下気腫

15 皮下出血

16 象皮病

17 フレグモーネ （蜂窩織炎）

18 褥創

19 項腫

20 その他の皮下組織疾患
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家畜共済特定損害防止事業

〇 農業保険法に基づき、組合等が、組合員に対し、農林水産大臣が定める特定の疾病の損害防止措置
を指示した場合に、その60/100を国庫から交付する事業（第126条、附則第３条）。

<事業の内容>
令和６年度において７疾病を対象に定めており、組合等が、都道府県知事の助言等も考慮した上で
事業計画を立案し、農林水産大臣の承認を経て対象疾病の損害防止を推進。

〇 対象疾病と取組頭数

〇 資金・役務の流れ

〇 損害防止の取組内容
健康検査 → 応急処置、予防衛生措置 → 指導

（診察・検査）   （投薬・手術） （清掃・消毒）     （飼養管理）

・疾病ごとの特定損害防止事業の内容
・家畜の種類ごとの取組頭数
・特定損害防止事業に係る費用
・その他費用対効果等に関する事項

〇 事業計画の記載事項

(スケジュール)
４月 →５月 →６月 →３月 →翌年度７月
計画承認 交付申請 取組実践 実績報告 費用対効果報告

乳用牛 肉用牛
１ 呼吸器疾患  110  3,336
２ 繁殖障害 143,693 27,189
３ 運動器疾患 6,473  790
４ 牛リンパ腫    3,617  1,070
５ 周産期疾患  17,054   -
６ 乳房炎    15,677  -
７ 新生子異常      
※１～６については令和３年度計画時点の集計値(全国で33組合等が取組を実施。)。

遠隔診療･指導に対応するため
の組合員向けの研修支援を追加

NEW

NEW

資料３－(2)
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〇新生子異常の取組例

・分娩前後の飼料給餌、投薬、消毒、牛房環境整備等のプロ
グラムについて、指導書を作成する。

・未監視による新生子の死亡が多い組合員に対し、分娩誘起
プログラムの指導書を作成するとともに、分娩誘起を行う。

・分娩の際の分娩介助方法や獣医師への診療依頼のタイミン
グについて、ポスター配布、バーンミーティング等を行う。
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〇遠隔研修の取組例

・分娩に当たって異常が発生した際に、組合員からの動画を
元に遠隔で介助や投薬を指導する。（必要に応じて、現地へ
向かう。）

・遠隔診療や遠隔相談に係る連絡、医薬品確保、投薬等の方
法について、講習会やポスター配布、バーンミーティング等
を行う。
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（出典）岩手県肉用牛飼養管理マニュアル
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新生子牛の損害防止の取組事例

死亡と疾病の発生が減少

細菌培養検査

血液検査

（出典）NOSAI北海道
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近年増加している死廃事故原因（全年齢）

（乳牛） ３年増加率
腸炎・・・・・・・・・・33.2%
股関節脱臼・・・・・・・18.5%
周産期疾病・・・・・・・  6.3%

（肉牛） ３年増加率
腸炎・・・・・・・・・・31.6%
心不全・・・・・・・・・30.6%
母牛の死亡に伴う胎子死・  3.9%

※数値は令和2年度から令和4年度にかけての増加率

（出典：令和２年度及び4年度家畜共済統計）
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（出典）畜産農場バイオセキュリティ強化マニュアル（中央畜産会）
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細菌性肺炎対策

① 6種生ワクチン ② 5種不活化ワクチン  ③ 5種生ワクチン ④ RS生ワクチン
⑤ 5種または6種生ワクチン

⑥細菌3種不活化ワクチンまたは牛へモフィルスワクチン

図8  飼養形態別のワクチンプログラム例

図7  母牛のワクチン接種例

① 6種混合生/不活化ワクチン ② 5種混合不活化ワクチン

⑤の

出典：凾城 悦司，「家畜診療」68巻6号(2021年6月) 22




